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平成31年度　古賀市会計別決算
区　　　分 歳　　　入 歳　　　出 差　引　額　

一　般　会　計 229 億 8,705 221 億 8,594 8 億 0,111

特　

別　

会　

計

住宅新築資金等貸付事業 3,812 21 3,791
国民健康保険 62 億 0,537 59 億 8,975 2 億 1,562
後期高齢者医療 7 億 8,269 7 億 8,129 140
介護保険（保険事業勘定） 38 億 6,125 37 億 0,931 1 億 5,194
介護保険（介護サービス事業勘定） 4,269 3,543 726 

合　　　　計 339 億 1,717 327 億 0,193 12 億 1,524

公営企業会計

区　　分
収益的収支（税込） 資本的収支（税込）

収　　入 支　　出 収　　入 支　　出
水道事業会計 11 億 1,628 9 億 6,011 2,334 13 億 3,621

 下水道事業会計 22 億 0,125 21 億 9,932 11 億 6,516 15 億 2,821

（各表中の構成比については、端数処理の関係上合計が一致しない場合があります）

（単位：万円）

平成31年度　古賀市一般会計決算（千の位を四捨五入）

歳入総額歳入総額
229229 億億 8,7058,705 万円万円

歳出総額歳出総額
221221 億億 8,5948,594 万円万円

自主財源（50.3％） 目的別歳出決算

依存財源（49.7％）

市 税 民 生 費

総 務 費

教 育 費

土 木 費

公 債 費

衛 生 費

国 　 庫
支 出 金

寄 附 金

そ の 他

地方交付税

県支出金
そ の 他

市民の皆さんや市内の事業
者が納めた税金

72 億 3,011 万円
（31.5％）

社会福祉、高齢者や保育所・
子育てなど

89 億 8,066 万円
（40.5％）

総務、調査、公共交通、財政
管理、企画、選挙など

37億8,486万円（17.0％）
学校教育、社会教育
30 億 387 万円（13.5％）
道路・公園管理、都市計画など
18 億 372 万円（8.1％）
借金の返済
16 億 2,718 万円（7.3％）
環境、健康づくり、健診など
14 億 7,898 万円（6.7％）

消防費、農林水産業費、労働費、災害復旧費、
商工費、議会費� 15 億 667 万円（6.8％）

国が使い方を決めた事業に
対して交付するお金

39億4,293万円（17.2％）

ふるさと応援寄附金

8 億 9,147 万円（3.9％）
繰入金、使用料、手数料など

34億4,177万円（14.9％）

国が地方に配分するお金

30億4,152万円（13.2％）
県からの補助金など

17 億 1,055 万円（7.4％）
27億 2,870万円（11.9％）

　第３回定例会では、平成31年度の決算について、９月10日から16日の間で５日間にわたり、決算審査

特別委員会で審査を行いました。

　決算の総額（一般会計および特別会計の合計）は、歳入が339億1,717万円、歳出が327億193万円で、

実質収支は10億4,691万円の黒字となりました。（実質収支＝歳入－歳出－翌年度繰越額）

平成31年度
古賀市決算を認定

歳出総額歳出総額　　327327億億193193万円万円
実質収支：10億４千万円の黒字実質収支：10億４千万円の黒字

平
成
31
年
度
決
算

こが市議会だよりこが市議会だより9393号号 02



古
賀
市
の
お
金
は
市
民
の
た
め
に
正
し
く
使
わ
れ
た
か

※
文
中
の
金
額
は
全
て
千
の
位
を
切
り
捨
て
。

活
気
と
に
ぎ
わ
い
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

住
み
や
す
い
生
活
環
境
の

整
っ
た
ま
ち
づ
く
り

す
こ
や
か
で
元
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

こ
こ
ろ
豊
か
に
学
び
続
け
る

人
が
育
つ
ま
ち
づ
く
り

自
然
を
大
切
に
し

環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

企
業
誘
致
で
雇
用
機
会
の
拡
大
を

　

企
業
誘
致
促
進
事
業�
36
万
円

　
積
極
的
な

企
業
誘
致
活

動
を
展
開
す

る
こ
と
で
、
企

業
立
地
を
促

進
し
、
雇
用
機

会
の
拡
大
を

図
る
。

地
域
公
共
交
通
の
整
備
へ

　

市
内
公
共
交
通
網
整
備
事
業

６
３
０
９
万
円

　
公
共
施
設
等

連
絡
バ
ス
や
、

地
域
活
性
化
と

あ
わ
せ
て
市
内

路
線
バ
ス
の
利

用
促
進
、
高
齢

者
の
外
出
促
進

を
図
る
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
で
健
康
長
寿
を

　

が
ん
検
診
委
託�

２
１
９
５
万
円

　

特
定
健
康
診
査
等
事
業

�

３
３
４
６
万
円

　
集
団
検
診
、
市
内
医
療
機
関
で
個
別

に
健
診
を
行
い
、
が
ん
や
疾
病
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
げ
、
健
康
長

寿
に
。

　

妊
娠
期
保
健
事
業�

４
５
３
５
万
円

　
妊
産
婦
お
よ
び
乳
幼
児
、
そ
の
保
護

者
に
切
れ
目
の
な
い
相
談
・
支
援
を
す
る

こ
と
で
、
安
心
し
て
出
産
を
迎
え
、
良
好

な
成
育
環
境
の
実
現
、
維
持
を
図
る
。

災
害
時
の
避
難
支
援
体
制
の
整
備
を

　

避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
事
業

５
８
６
万
円

　
自
主
防
災
組
織
や
民
生
委
員
・
児
童

委
員
協
議
会
と
連
携
し
、
要
支
援
者
情

報
の
更
新
と
共
有
を
図
る
と
と
も
に
、

個
別
計
画
の
策
定
を
推
進
。

小
・
中
学
校
の
空
調
設
備
で

学
習
環
境
の
改
善
を

　

小
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業

５
億
５
４
５
５
万
円

　

中
学
校
空
調
設
備
整
備
事
業

２
億
１
３
８
３
万
円

　
全
小
学
校
２
０
１
教
室
・
中
学
校
84
教

室
へ
の
空
調

設
備
整
備
を
、

安
全
を
確
保

し
た
う
え
で

効
率
よ
く
効

果
的
な
施
工
・

監
理
を
実
施
。

社
会
教
育
の
振
興

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
施
設

１
億
３
２
８
万
円

　
生
涯
学
習
推
進
の
拠
点
で
あ
る
リ
ー

パ
ス
プ
ラ
ザ
こ
が
を
中
核
と
し
て
、
市

民
の
社
会
教
育
活
動
を
支
援
。

古
賀
市
地
球
温
暖
化
対
策

　

地
球
温
暖
化
防
止
推
進
事
業�

４
万
円

　
各
公
共
施
設
管
理
者
に
対
し
て
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
量
の
集
約
お
よ
び
指
導
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
適
切
、
効
率
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
に
つ
な
げ
る
。

平
成
31
年
度
決
算

こが市議会だよりこが市議会だより9393号号03



地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
策
定
委
託

�

１
４
６
０
万
８
千
円
の
評
価

議
員

�

こ
の
計
画
は
市
の
責
任
で
主
体
的
に

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
地
域
の
宣
言
で
は
な
い
か
。

市
長

�

市
の
役
割
は
計
画
全
体
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
役
と
し
て
管
理
を
行
い
、
公

共
交
通
の
維
持
・
改
善
を
行
う
。

議
員

�

交
通
空
白
地
域
解
消
の
補
完
交
通
や

新
宮
町
、
福
津
市
と
つ
な
が
る
地
域

間
交
通
は
期
待
す
る
が
、
再
編
実
施

計
画
は
策
定
し
な
い
で
よ
い
の
か
。

市
長

�

市
内
バ
ス
と
コ
ガ
バ
ス
の
一
体
的
見

直
し
を
行
う
。
実
施
計
画
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
は
限
ら
れ
必
要
性
は
低
い
。

議
員

�

万
人
が
納
得
す
る
の
は
不
可
能
、
現

交
通
体
系
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
合

わ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
市
長
発
言
は

計
画
の
趣
旨
を
正
し
く
伝
え
る
こ
と

に
な
ら
な
い
の
で
は
。

市
長

�

ま
ず
は
現
に
あ
る
交
通
体
系
を
使
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
根
底
に

あ
る
。
理
解
を
得
る
た
め
に
逆
説
的

だ
が
、
完
全
に
満
足
と
い
う
形
は
不

可
能
だ
と
い
う
前
提
を
、
リ
ス
ク
を

背
負
っ
て
あ
え
て
発
言
し
た
。

議
員

�
計
画
実
現
に
は
習
熟
し
た
担
当
者

の
配
置
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

�

業
務
は
個
人
で
行
う
も
の
で
は
な
く

組
織
的
に
対
応
す
る
も
の
。

議
員

�

コ
ン
サ
ル
と
の
協
議
記
録
が
な
い
、

庁
議
で
審
議
し
な
い
の
は
問
題
だ
。

市
長

�

記
録
は
作
成
し
て
い
な
い
。
個
別
計

画
で
あ
り
庁
議
で
審
議
し
な
か
っ
た

こ
と
は
問
題
な
い
。

議
員

�

公
共
交
通
は
20
年
来
の
課
題
。
今

度
こ
そ
確
実
な
実
現
を
期
待
す
る
。

地域公共交通網形成計画 
基本目標「利用の増加」  

一人当たり市内路線 
年間平均利用回数 

2019年度 ３．９５回/年 
       
2024年度 ４．３０回/年 

この目標で利便性は高まるか 

網計画による交通手段を利用 

する総人数を目標とすべきです 

公
共
交
通
は
長
年
の
課
題
　
着
実
な
具
体
化
を
求
め
る

市
民
の
意
見
を
く
ん
で
具
体
化
を
図
り
た
い

市
長
質
疑

決
算
審
査
特
別
委
員
会　

委
員
長
報
告�

委
員
長　

田
中　
英
輔

決
算
資
料
要
求
な
ど
を
基
に

�

質
疑
を
重
ね
決
算
を
認
定

　
一
般
会
計
か
ら
企
業
会
計
の
７
会
計
に

つ
い
て
１
６
１
件
の
資
料
、
成
果
報
告
書
、

決
算
意
見
書
な
ど
を
参
考
に
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
は
、
一
般
会
計
で
は
、
市
内

公
共
交
通
網
整
備
、
が
ん
検
診
な
ど
疾
病

予
防
対
策
、
企
業
誘
致
促
進
な
ど
の
他
、

児
童
、
生
徒
お
よ
び
教
職
員
の
健
康
管
理
、

図
書
館
運
営
に
つ
い
て
。

　
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
特
定
健
康
診
査
な
ど
に
つ
い
て
。

公
営
企
業
会
計
の
水
道
、
下
水
道
事
業
会

計
で
は
、
料
金
改
定
の
効
果
、
剰
余
金
な
ど
。

　
５
日
間
で
延
べ
71
人
、
１
３
７
項
目
に

つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
他
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

に
つ
い
て
市
長
質
疑
を
行
い
、
採
決
の
結

果
一
般
会
計
他
６
会
計
と
も
に
原
案
認
定

と
決
定
し
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
決
算

こが市議会だよりこが市議会だより9393号号 04



一
般
会
計
　
討
論

介
護
保
険
特
別
会
計
　
討
論

水
道
事
業
会
計
　
討
論

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
　
討
論

　
個
人
市
民
税
現
年
分
28
億
５
千
万
円
の
31
％

相
当
の
古
賀
市
外
か
ら
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

は
５
万
件
超
、
約
８
億
９
１
０
０
万
円
と
堅
調

で
同
基
金
か
ら
40
事
業
に
充
当
さ
れ
て
い
る
。

総
じ
て
順
調
な
決
算
は
、
こ
う
し
た
先
人
ら
が

築
い
た
古
賀
市
の
置
か
れ
た
地
勢
等
の
好
条
件

と
い
う
土
台
に
感
謝
し
た
い
。

吉
住　
長
敏

賛　
成

　
決
算
状
況
は
１
億
５
２
０
０
万
円
の
黒
字
。
健
康
づ
く
り
推

進
員
を
各
行
政
区
２
人
委
嘱
す
る
等
の
拡
充
策
や
認
知
症
急
増

を
見
据
え
た
対
応
策
徹
底
、
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
の
本
領
発

揮
を
求
め
賛
成
。

　
10
億
円
も
の
収
益
的
収
入
や
収
益
的
支
出
の
各
費
目
の
説
明

備
考
欄
に
説
明
が
無
い
。
装
い
新
た
な
強
靭
健
全
化
に
舵
切
る

公
営
企
業
、
水
道
事
業
の
透
明
な
説
明
責
任
に
ふ
さ
わ
し
い
明

細
書
に
す
べ
き
だ
。

　
平
成
31
年
度
決
算
は
黒
字
。
保
険
料
が
高
く
経
済
的
理
由
で

多
く
の
保
険
料
滞
納
者
が
い
る
こ
と
は
問
題
。
介
護
が
必
要
な

高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
制
度
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

　
水
は
福
岡
水
道
企
業
団
50
％
、
北
九
州
水
道
用
水
22
％
と
７

割
を
市
外
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
は
問
題
。
多
額
の
剰
余
金
が
あ

り
、
監
査
か
ら
「
も
う
け
す
ぎ
」
の
発
言
も
あ
る
。
料
金
を
引

き
下
げ
る
べ
き
だ
。

奴
間　
健
司

吉
住　
長
敏

内
場　
恭
子

内
場　
恭
子

賛　
成

賛　
成

　
1
人
当
た
り
医
療
費
伸
び
率
２
・
５
％
、
特

定
健
診
受
診
率
33
％
と
い
う
現
状
を
踏
ま
え
、

生
活
習
慣
病
予
防
の
具
体
策
徹
底
、
小
・
中
学

生
や
29
歳
ま
で
の
子
ど
も
・
若
者
健
診
の
導
入

を
求
め
賛
成
。

　
平
成
31
年
度
決
算
は
黒
字
で
、
保
険
料
を

引
き
下
げ
る
べ
き
だ
が
で
き
て
い
な
い
。
資

格
証
明
書
の
発
行
が
24
件
、
短
期
証
１
９
９

件
も
あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
安
心
の
健
康
保

険
制
度
に
な
っ
て
い
な
い
。

奴
間　
健
司

内
場　
恭
子

賛　
成

　
小
・
中
学
校
エ
ア
コ
ン
整
備
は
最
大
の
成

果
。
地
球
温
暖
化
対
策
、
が
ん
検
診
、
防
災

情
報
伝
達
は
拡
充
す
べ
き
。
重
要
計
画
策
定

過
程
で
の
コ
ン
サ
ル
と
の
協
議
記
録
作
成
、
庁

議
で
の
審
議
、
職
員
の
人
材
育
成
、
予
算
区

分
等
は
問
題
も
多
く
改
善
す
べ
き
。
次
年
度

予
算
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
賛
成
す
る
。

奴
間　
健
司

賛　
成

　
平
成
31
年
度
中
に
、
全
小
・
中
学
校
に
エ
ア

コ
ン
設
置
が
完
了
。
こ
の
夏
、
熱
中
症
対
策
に

役
立
っ
た
。
コ
ガ
バ
ス
は
、
停
留
所
の
増
設
、

ダ
イ
ヤ
見
直
し
で
利
用
者
が
倍
増
し
た
こ
と
を

評
価
。
市
民
の
望
む
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通

の
実
現
に
つ
な
が
る
「
公
共
交
通
網
形
成
計
画

策
定
」
は
今
後
を
期
待
し
評
価
す
る
。 伊

東　
洋
子

賛　
成

　
西
鉄
バ
ス
赤
字
補
塡
補
助
金
や
地
域
公
共

交
通
網
形
成
計
画
策
定
を
進
め
た
が
市
民
の

望
む
改
善
は
な
か
っ
た
。
小
・
中
学
校
教
室
エ

ア
コ
ン
設
置
は
完
了
し
た
が
夏
に
間
に
合
わ

な
か
っ
た
。
35
人
以
下
学
級
の
完
全
実
施
が

で
き
な
か
っ
た
。
西
鉄
宮
地
岳
線
跡
地
に
道

路
は
い
ら
な
い
と
い
う
声
に
応
え
て
い
な
い
。

内
場　
恭
子

反　
対

反　
対

反　
対

反　
対

×賛 成 討 論 反 対 討 論平
成
31
年
度
決
算
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第
３
回　
定
例
会

（
８
月
26
日
～
９
月
18
日
）

人　事 長年続いた副市長2人体制から

幼児教育・保育の無償化の基準を改正

通知カードの廃止により

地方税財源の確保を求め

少人数学級と国庫負担の拡充を

本 会 議
賛成全員

可 決

主
な
審
議

古賀市教育委員会委員の任命
　令和2年10月2日に任期満了になることから、
再任と新任の委員が決まりました。

大賀　里香氏（再任）

松下　知弘氏

古賀市の副市長は1人体制へ
　福岡県内では、福岡市、
北九州市が3人、大牟田市、
久留米市、八女市、行橋市
が2人となっています。

１年間の経過期間で問題なしと確認
　新制度未移行幼稚園、届出保育施設、預かり保
育事業、一時預かり事業、病児保育事業、子育て
援助活動事業が幼児教育・保育の無償化に
追加されました。

再交付での手数料も廃止へ
　個人番号カードの普及が進
むことで、転入や転居などの
届出時での情報を書き換える
負担がなくなります。

国の関係機関へ意見書を提出
　コロナ禍により、地方自治体では、医療介護、
子育て、防災、雇用の確保などの財政不足によ
る厳しい状況が予測されることから、安定
的な財政運営ができるように、一般財源総
額の確保を求める意見書を提出。

国の関係機関へ意見書を提出
　小学校2年生以上の35人以下学級の実現と、
自治体財政により教育環境の差が出ている状況を
改善するための義務教育費国庫負担制度の
国庫負担割合の拡充を求める意見書を提出。

　　これからの授業の在り方に対応するため
市内の全小・中学校にパソコン端末を導入

付託▷ 総務委員会 賛成多数 可決

付託▷ 文教厚生委員会 賛成全員 可決

付託▷ 市民建産委員会 賛成多数 可決

付託▽
文教厚生委員会
賛成全員 可決

70号
議案

71、 72号
議案

54号
議案

55号
議案

56号
議案

73号
議案

74号
議案

本 会 議
賛成全員

同 意

本 会 議
賛成多数

可 決

本 会 議
賛成全員

可 決

本 会 議
賛成多数

可 決

本 会 議
賛成全員

可 決

本 会 議
賛成全員

可 決

　GIGAスクール構想に向けた取り組みとして、児童・生徒、
指導者用に「Chromebook」を購入します。この機種にし
た理由は①無駄なソフトやアプリを省き、教育機関用に重点
を置かれていること②1台の価
格が約3万7,000円と安価であ
ること③クラウドを利用しデータ
保管が無制限であること④粕屋
地区内では同機種を配備してお
り、転校・異動があった場合で
も対応に困らないこと、などです。

主

な

審

議

こが市議会だよりこが市議会だより9393号号 06



新型コロナウイルス感染症の影響を受け閉鎖した温泉施設を活用
　ウィズコロナ社会の到来に向けて、持続可能な
都市の形成を図るため、温泉旅館をインキュベー
ション（事業の創出や創業を支援するサービス）し、
サテライトオフィスやシェアオフィス等として活
用するための改修工事費です。

第
３
回　
定
例
会

温泉施設インキュベーション促進改修工事費　5,200万円

新生児を対象　4,300万円

地域消費喚起　3,000万円

備品購入　2,099万8千円

オンライン面会　500万円

出生後の生活や健やかな成長を応援
　国の特別定額給付金の支給
対象外だった新生児（令和2
年 4月28日〜令和3年 3月
31日に出生）1人当たりに
10万円を支給します。

キャッシュレス決済で20％還元
　キャッシュレス決済（PayPay）
を市内店舗（大手チェーン店除
く）で利用すると20％を還元す
るキャンペーンを令和2年11月
中に実施。

感染拡大防止のための消耗品等
　避難所での感染拡大防止の
ため、購入済みのダンボール
ベッド、間仕切り等を保管す
る防災倉庫や、保健師が活用
する電子血圧計等を購入。

介護・医療機関での面会を可能にするため
　入所・入院された人との面
会が困難な状況を、オンライ
ンで面会ができるように整備
する介護・医療機関へ1施設
20万円を限度に補助します。

　　　　　今年度5回目となる補正予算を審議
新型コロナウイルス感染症への対応策

補正予算
ピックアップ

補正予算
ピックアップ

補正予算
ピックアップ

補正予算
ピックアップ

補正予算
ピックアップ

補
正
予
算

（
9
月
3
日
）

～57号
議案

62号
議案

特
別
会
計

国民健康保険

94万 8千円を減額
職員人件費

（収益的支出）1,435 万 6千円を追加
五ケ山ダム用水供給開始に伴う受水量の変更

後期高齢者医療

122万 1千円を追加
職員人件費

介護保険（保険事業）

7,066万 1千円を追加
償還金、返還金、繰出金等

介護保険（介護サービス事業）

28 万 7千円を追加
職員人件費

（収益的支出）2 億 7,560 万 3千円を追加
� （収益的収入）2億 7,440万 3千円を追加

雨水幹線等維持補修工事等負担金、減価償却費の増、人件費

下水道事業
会計

水道事業
会計

　一般会計では、感染拡大防止に必要な備品の購入をはじめ、新生児特別給付金、
医療機関等で行うオンライン面会の設備補助などコロナ禍での対応のための補正が
提出されました。温泉施設インキュベーション促進改修工事費では、市長質疑、自
由討議の後、この事業のみ減額の修正案が提出されましたが、賛成少数で否決され
原案通り　5億3,354万7千円の追加が可決されました。

一般会計
賛成多数
可 決
特別会計
賛成全員
可 決

賛 成 意 見

古賀の名所を活かし、
薬王寺地区の

活性化につながる。

反 対 意 見

事業全体の計画や
収支見通しが

示されていない。

写真提供：北九州古賀病院

補

正

予

算

こが市議会だよりこが市議会だより9393号号07



令和２年　第３回定例会　議案の議員別賛否一覧 会期：令和２年８月26日～９月18日

号　

数

議
案
名

結　

果

奴
間　
健
司

福
崎　
ト
ビ
オ

清
原　
哲
史

内
場　
恭
子

古
賀　
誠
視

内
平　
晃
二

中
野　
敦
史

渡　　

孝
ニ

吉
住　
長
敏

竹
下　
司
津
男

平
木　
尚
子

井
之
上　
豊

森
本　
義
征

伊
東　
洋
子

松
島　
岩
太

紙
谷　
由
香

村
松　
謙
ニ

田
中　
英
輔

結
城　
弘
明

53 専決処分（水量認定誤りに係る損害賠償） 承認○○○○○○○○○○○○○○○○○○

議
長
職
の
た
め
、
表
決
に
参
加
し
な
い

54 古賀市副市長定数条例の一部改正 可決○○○○○○○○●○○○○○○○○○

55 古賀市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

56 古賀市手数料条例の一部改正 可決○○○●○○○○○○○○○○○○○○

57 令和２年度古賀市一般会計補正予算（第５号） 可決●○●○○○○○○○○○●○○○○○

58 令和２年度古賀市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

59 令和２年度古賀市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

60 令和２年度古賀市介護保険特別会計補正予算（第１号） 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

61 令和２年度古賀市水道事業会計補正予算（第１号） 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

62 令和２年度古賀市下水道事業会計補正予算（第１号） 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

63 平成 31年度古賀市一般会計決算の認定 認定○○○●○○○○○○○○○○○○○○

64 平成 31年度古賀市住宅新築資金等貸付事業特別会計決算の認定 認定○○○○○○○○○○○○○○○○○○

65 平成 31年度古賀市国民健康保険特別会計決算の認定 認定○○○●○○○○○○○○○○○○○○

66 平成 31年度古賀市後期高齢者医療特別会計決算の認定 認定○○○●○○○○○○○○○○○○○○

67 平成 31年度古賀市介護保険特別会計決算の認定 認定○○○●○○○○○○○○○○○○○○

68 平成 31年度古賀市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定
可決
及び
認定

○○○●○○○○○○○○○○○○○○

69 平成 31年度古賀市下水道事業会計決算の認定 認定○○○●○○○○○○○○○○○○○○

70 財産の取得 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

71 古賀市教育委員会委員の任命 同意○○○○○○○○○○○○○○○○○○

72 古賀市教育委員会委員の任命 同意○○○○○○○○○○○○○○○○○○

73 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

諮
問
２
人権擁護委員候補者の推薦 適任○○○○○○○○○○○○○○○○○○

請
願
１
｢少人数学級の推進｣ と ｢義務教育費国庫負担制度の拡充｣
を国の関係機関に求める意見書提出に関する請願 採択○○○○○○○○○○○○○○○○○○

74 ｢少人数学級の推進｣ と ｢義務教育費国庫負担制度の拡充｣を求める意見書の提出 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

古賀市選挙管理委員会委員の選挙 当選

古賀市選挙管理委員会補充員の選挙 当選

○○は賛成　●は反対　議員は議席番号順　■■は議員提出議案

賛

否

一

覧
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第
４
回　
臨
時
会

（
7
月
15
日
）

補
正
予
算

　　今年度4回目となる補正予算を審議

ひとり親世帯への追加支援・バスの増加・
GIGAスクール構想の実現

52号
議案

　今回は国の2次補正に伴うひとり親世帯臨
時特別給付金の支給と併せて、市内小・中学
校の修学旅行における新型コロナウイルス感
染拡大防止策として、生徒同士の密を避ける
ために運行バスを増加、また ICT教育を推進
する環境整備のため全ての児童・生徒に1人
1台のパソコン端末の配備、全教室に大型モ
ニターを設置し、これを活用した学習環境の
整備などを盛り込み、原案どおり補正額の総
額4億6,091万円の追加が可決され
ました。

令和２年　第４回臨時会　議案の議員別賛否一覧 会期：令和２年７月15日

号　

数

議
案
名

結　

果

奴
間　
健
司

福
崎　
ト
ビ
オ

清
原　
哲
史

内
場　
恭
子

古
賀　
誠
視

内
平　
晃
二

中
野　
敦
史

渡　　

孝
ニ

吉
住　
長
敏

竹
下　
司
津
男

平
木　
尚
子

井
之
上　
豊

森
本　
義
征

伊
東　
洋
子

松
島　
岩
太

紙
谷　
由
香

村
松　
謙
ニ

田
中　
英
輔

結
城　
弘
明

52 令和２年度古賀市一般会計補正予算（第４号） 可決○○○○○○○○○○○○○○○○○○

議
長
職
の
た
め
、

表
決
に
参
加
し
な
い

○○は賛成　●は反対　議員は議席番号順

ひとり親世帯臨時特別給付金の支援を追加　8,457万7千円

新型コロナウイルス感染症の影響による経済的困窮対策
　低所得のひとり親世帯への追加支援として基本給付で１世帯
あたり５万円、第２子以降１人あたり３万円、さらに追加給付
として新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し
収入が大きく減少した場合に１世帯あたり５万円を給付します。

補正予算
ピックアップ

市内小・中学校の修学旅行の
バスの増加　719万6千円

GIGAスクール構想の実現に
� 3億6,913万7千円

感染拡大防止策としてのバス借上料追加
　市内小・中学校の修学旅行における新型コロナウ
イルス感染拡大防止策。2
人掛けに 1人で座れるよ
うバスの台数を増加し、
その増加分のバス借り上
げ料を市が負担します。

補正予算
ピックアップ

補正予算
ピックアップ

　小・中学校のパソコン端末を活用した学習環境の
整備。GIGAスクール構想の実現に向け、児童生徒
1人１台パソコン端末、
全普通教室の大型モニ
ター、貸し出し用モバイ
ル無線 LANルーターの
購入などを行います。

第
４
回　
臨
時
会
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答

ここが聞きたい！

一般質問は、議員が市政全般について現状や方針を問うものです。一般質問は、議員が市政全般について現状や方針を問うものです。
一人30分（答弁を含まず）の持ち時間で質問します。一人30分（答弁を含まず）の持ち時間で質問します。
掲載している内容は、質問した議員自身の責任でまとめたものです。掲載している内容は、質問した議員自身の責任でまとめたものです。
掲載は通告届出順です。掲載は通告届出順です。

中継・録画は、 
インターネットで 
視聴できます

一 質
般 問

井之上　豊
（公明党）

古
賀
市
民
の
生
命
・
身
体
を
守
る
た
め
に
は

よ
り
有
効
な
方
法
が
あ
れ
ば
、
検
討
す
る

議
員

古
賀
市
地
域
防
災
計
画
の
風
水
害
対

策
編
は
で
き
た
よ
う
だ
が
、
地
震
な

ど
の
自
然
災
害
、
ま
た
、
感
染
症
の

対
応
は
今
後
考
え
て
い
く
の
か
。

市
長

地
震
・
津
波
対
策
編
は
今
後
見
直
し

を
検
討
す
る
。

　
　
　
感
染
症
の
対
応
は
避
難
行
動
を
ち
ゅ

う
ち
ょ
さ
せ
な
い
こ
と
、
避
難
所
な

ど
で
の
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
こ
と

な
ど
が
重
要
と
認
識
し
て
お
り
、
地

域
防
災
計
画
や
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
を
検
討
す
る
。

議
員

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内
容
は
。

市
長

洪
水
浸
水
想
定
区
域
や
津
波
浸
水
想

定
区
域
、
高
潮
浸
水
想
定
区
域
な
ど

に
お
い
て
新
た
な
知
見
に
基
づ
く
想

定
が
な
さ
れ
て
お
り
、
令
和
２
年
度

に
更
新
し
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し

て
閲
覧
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
よ

う
電
子
化
し
、
紙
媒
体
で
の
配
布
は

令
和
３
年
度
以
降
に
な
る
予
定
。

議
員

街
路
灯
や
防
犯
灯
な
ど
の
鋼
製
支
柱

埋
設
部
の
劣
化
調
査
は
ど
の
よ
う
な

方
法
か
。
ま
た
、
今
後
の
在
り
方
は

検
討
し
な
い
の
か
。

市
長

国
土
交
通
省
の
点
検
実
施
要
領
に
基

づ
き
、
目
視
点
検
を
基
本
と
し
、
必

要
に
応
じ
て
適
宜
、
埋
設
部
の
掘
削

や
触
診
、
打
音
に
よ
る
点
検
を
実
施

し
て
い
る
。

議
員

超
音
波
を
利
用
し
た
非
破
壊
検
査
が

あ
る
。
コ
ス
ト
面
か
ら
見
て
も
安
全

性
か
ら
考
え
て
も
い
い
と
思
う
が
ど

う
考
え
る
か
。

市
長

今
後
の
調
査
方
法
の
在
り
方
に
つ
い

て
は
、
よ
り
有
効
な
点
検
方
法
が
あ

れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

防災の日に準備した防災グッズ
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答

答

内場　恭子

伊東　洋子
（山海会）

コ
ロ
ナ
禍
の
防
災
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る

コ
ロ
ナ
感
染
や
自
然
災
害
か
ら
市
民
を
守
る
努
力
を

避
難
所
等
で
の
感
染
症
対
策
に
努
め
る

防
止
策
を
講
じ
、
身
を
守
る
意
識
を
持
っ
て

議
員

７
月
豪
雨
を
経
験
し
て
の
評
価
は
。

市
長

小
学
校
体
育
館
を
避
難
所
と
し
て
開

設
。
災
害
対
策
本
部
の
設
置
お
よ
び

避
難
勧
告
の
発
令
な
ど
適
切
だ
っ
た
。

議
員

古
賀
市
の
避
難
所
は
、
高
齢
者
・
障

が
い
者
が
避
難
し
や
す
い
環
境
か
。

教
育
部
長

避
難
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
環

境
改
善
を
図
る
こ
と
は
重
要
と
認
識
。

議
員

大
根
川
は
樹
木
が
茂
り
、
豪
雨
で
被

害
が
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
市
民

の
安
全
を
ど
う
守
る
の
か
。

建
設
産
業
部
長

大
根
川
は
県
の
管
理
。
毎
年
、

県
に
し
ゅ
ん
せ
つ
の
要
望
を
し
て
い

き
た
い
。

議
員

情
報
が
届
き
に
く
い
人
へ
の
対
策
は
。

市
長

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
市
防
災
メ
ー
ル
、

防
災
行
政
無
線
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
防
災
メ
ー

ル
ま
も
る
く
ん
な
ど
で
発
信
。
家
族
・

親
族
、
地
域
な
ど
、
自
助
・
共
助
で

の
情
報
伝
達
も
願
い
た
い
。

議
員

他
の
被
災
地
で
は
感
染
症
対
策
を
取

り
密
を
避
け
、
受
け
入
れ
を
拒
否
す

る
事
態
が
起
き
た
。
避
難
所
を
増
や

議
員

市
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
現
状

は
、
感
染
防
止
の
た
め
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
拡
大
す
る
必
要
は
ど
う
か
。
市

民
へ
の
情
報
開
示
は
十
分
か
。

市
長

市
の
感
染
者
17
人
（
９
月
４
日
）、
県

の
陽
性
率
２
・
０
％
（
９
月
１
日
）、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
等
検
査
件
数
は
１
８
９
５
件
、

医
療
体
制
は
重
症
病
床
数
60
床
を
含

む
４
９
０
床
。
民
間
の
宿
泊
療
養
施

設
１
０
５
７
室
を
確
保
。
情
報
は
古

賀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
以
後
Ｈ
Ｐ
と

表
示
）
に
掲
載
し
て
い
る
。

保
健
福
祉
部
長

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
大
で
、
市

民
は
安
心
を
得
ら
れ
る
こ
と
は
必
要

だ
と
認
識
。
抗
原
検
査
と
の
組
み
合

わ
せ
て
の
対
応
か
と
考
え
て
い
る
。

議
員

古
賀
市
の
Ｈ
Ｐ
に
は
、
危
機
感
が
感

じ
ら
れ
な
い
が
ど
う
考
え
る
の
か
。

市
長

も
っ
と
強
調
す
べ
き
と
の
指
摘
は
あ

る
か
と
思
う
が
、
よ
り
よ
い
形
を
め

ざ
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

福
岡
県
庁
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
と
台
風
10
号
が
大
き
く

す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

市
長

避
難
所
だ
け
で
な
く
、
在
宅
や
縁
故
、

車
中
避
難
も
想
定
し
て
い
る
。

議
員

感
染
症
対
策
を
講
じ
た
職
員
の
避
難

所
開
設
訓
練
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

総
務
部
長

机
上
、実
地
の
訓
練
な
ど
を
検
討
中
。

議
員

行
政
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
り
、

地
域
と
共
に
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
策
定
し
て
は
ど
う
か
。

市
長

今
年
６
月
に
は
古
賀
市
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
。
今
後
、
自
主

防
災
組
織
等
へ
の
周
知
に
努
め
る
。

議
員

災
害
か
ら
逃
れ
て
も
、
避
難
所
で
の

感
染
で
、
命
を
落
と
す
こ
と
が
な
い

よ
う
、
市
は
一
層
の
対
策
強
化
を
。

掲
示
さ
れ
て
い
る
。
Ｈ
Ｐ
で
情
報
が

取
れ
な
い
人
も
多
い
。
よ
り
わ
か
り

や
す
い
情
報
の
開
示
が
必
要
だ
。

感
染
防
止
対
策
に
避
難
所
増
設
を

議
員

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
今
、
災
害
時
の

避
難
所
は
１
人
当
た
り
４
倍
近
く
の

広
さ
が
必
要
。
避
難
所
増
設
や
避
難

所
収
容
人
員
や
備
品
の
見
直
し
が
必

要
だ
が
ど
う
か
。

市
長

量
的
に
不
足
す
る
際
は
、
臨
機
応
変

に
、
ほ
か
の
公
共
施
設
の
利
活
用
を

念
頭
に
防
災
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員

最
悪
の
場
合
を
想
定
し
、
市
民
の
命

を
守
る
呼
び
か
け
を
し
て
ほ
し
い
。

古賀市防災メールに登録を

数少ない避難所の段ボールべッド

 
 
  

右の QR コードを読み取り、ホーム

ページより、古賀市防災メールを登

録してください。 

右の QR コードを読み取
り、ホームページより、
古賀市防災メールを登録
してください。
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答

答
浜
大
塚
線
跨
線
橋（
高
架
橋
）の
開
通
は
い
つ
か

超
高
齢
社
会
を
い
き
い
き
と
暮
ら
す
た
め
に

車
両
通
行
開
始
は
令
和
３
年
４
月
を
予
定

健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
る
こ
と
が
重
要

議
員

浜
大
塚
線
高
架
橋
の
車
の
通
行
開
始

は
い
つ
か
。

市
長

通
行
開
始
は
令
和
３
年
４
月
を
予
定
。

議
員

国
道
４
９
５
号
線
と
交
差
す
る
、
交

差
点
へ
の
信
号
機
の
設
置
は
。

建
設
産
業
部
長

高
架
橋
の
通
行
開
始
時
に
信

号
機
を
設
置
す
る
。

議
員

浜
大
塚
線
の
工
事
完
了
予
定
は
。

市
長

国
道
４
９
５
号
線
の
拡
幅
工
事
の
完

了
が
令
和
４
年
３
月
末
、地
下
歩
道
、

高
架
橋
下
の
周
回
道
路
の
利
用
開
始

は
、
令
和
４
年
４
月
を
予
定
。

議
員

防
犯
カ
メ
ラ
は
設
置
す
る
べ
き
だ
。

総
務
課
長

入
り
口
に
１
台
ず
つ
、
内
部
を
映

す
も
の
を
２
台
、
計
４
台
を
設
置
。

議
員

非
常
時
の
外
部
へ
の
伝
達
方
法
は
。

建
設
課
長

非
常
時
は
押
し
ボ
タ
ン
に
よ
る
警

報
装
置
で
外
部
へ
周
知
を
行
う
。

議
員

地
下
歩
道
の
冠
水
対
策
は
。

市
長

排
水
能
力
が
１
時
間
雨
量
１
０
０
ミ

リ
対
応
の
排
水
ポ
ン
プ
２
台
設
置
。

　
　
　
万
が
一
、
冠
水
し
た
場
合
は
警
報
装

置
に
よ
り
直
ち
に
電
光
掲
示
板
で
進

議
員

平
均
寿
命
と
健
康
寿
命
の
差
、
こ
の

期
間
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

市
長

高
齢
者
が
増
え
る
と
、
医
療
や
介
護

に
か
か
る
お
金
が
増
え
る
。
人
生
の

最
後
ま
で
元
気
で
い
て
い
た
だ
け
る

よ
う
健
康
づ
く
り
、
介
護
予
防
の
推

進
に
よ
っ
て
、
そ
の
差
を
公
と
し
て

縮
め
て
い
く
努
力
が
必
要
だ
と
認
識

し
て
い
る
。

議
員

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
確
立
に

向
け
て
、
現
在
の
「
寄
っ
て
館
」
の

他
に
中
学
校
区
の
３
カ
所
に
設
置
し

業
務
委
託
す
る
公
募
が
始
ま
っ
た
。

運
営
体
制
の
強
化
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

介
護
支
援
課
長

サ
ン
コ
ス
モ
に
基
幹
型
と
い

う
直
営
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
形
を
残
し
て
、
委
託
の
支
援
セ
ン

タ
ー
の
支
援
や
困
難
事
例
の
ケ
ー
ス

に
つ
い
て
は
基
幹
型
の
直
営
部
分
で

対
応
し
て
い
き
た
い
。

議
員

健
康
サ
ロ
ン
や
ヘ
ル
ス
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
負
担
も
大
き
い
と
思
う
が

入
禁
止
と
し
、
自
動
通
報
シ
ス
テ
ム

で
建
設
課
に
通
報
が
入
り
、
24
時
間

体
制
で
迅
速
に
対
応
。

議
員

鹿
部
区
や
日
吉
台
区
な
ど
地
域
住
民

の
見
学
会
の
実
施
を
し
て
ほ
し
い
。

建
設
産
業
部
長

地
元
の
要
請
が
あ
れ
ば
実
施
す
る
。

議
員

災
害
に
備
え
市
内
河
川
の
し
ゅ
ん
せ

つ
、
除
草
は
進
ん
で
い
る
か
。

市
長

県
議
会
や
地
元
県
議
会
議
員
を
通
じ

て
積
極
的
に
働
き
か
け
、
昨
年
度
は

大
根
川
、
米
多
比
川
、
谷
山
川
の
３

カ
所
の
し
ゅ
ん
せ
つ
が
行
わ
れ
た
。

引
き
続
き
県
と
連
携
し
河
川
整
備
に

取
り
組
む
。

フ
ォ
ロ
ー
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

予
防
健
診
課
長

設
置
区
、
未
設
置
区
に
関
わ

ら
ず
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
研
修
会
や

意
見
交
換
会
を
通
し
て
伴
走
型
と
い

う
形
で
対
応
し
て
い
く
。

議
員

フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組
み
で
担
い

手
不
足
解
消
の
た
め
の
意
識
づ
け
の

機
会
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

市
長

古
賀
市
は
健
康
な
高
齢
者
が
他
の
自

治
体
に
比
べ
て
も
多
い
傾
向
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
住
民
の
主
体
的
な
行

動
に
つ
な
が
る
よ
う
な
公
の
支
援
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

地下歩道利用者の安全を第一に

自宅でできるフレイル予防

紙谷　由香
（市民クラブ）

古賀　誠視
（市民クラブ）
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答

答 公
称
は「
鮎
坂
山
」と
す
べ
き

学
校
給
食
補
助
、
公
会
計
化
推
進
の
考
え
は

「
鮎
坂
山
」で
あ
り「
西
山
」と
認
識

認
識
は
あ
る
が
慎
重
に
研
究
、
検
討
し
た
い

議
員

い
わ
れ
な
き
慣
習
名
の
「
西
山
」
は

戦
後
75
年
で
リ
セ
ッ
ト
し
公
表
記
上

「
鮎
坂
山
」
に
す
べ
き
だ
。

市
長

平
成
３
年
２
月
に
そ
れ
ま
で
の
「
西

山
」
と
あ
っ
た
名
称
に
鮎
坂
山
を
追

加
し
「
西
山
（
鮎
坂
山
）」
へ
変
更
に

な
っ
た
も
の
と
承
知
。

議
員

平
成
17
年
の
古
賀
市
都
市
計
画
図
に

は
「
鮎
坂
山
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
お

り
括
弧
は
な
い
。
復
活
す
べ
き
根
拠

は
こ
こ
に
あ
る
。
そ
れ
を
分
か
っ
た

上
で
の
答
弁
な
の
か
。

建
設
産
業
部
長

分
か
っ
た
上
の
答
弁
。

議
員

矛
盾
が
あ
る
。
令
和
２
年
１
万
分
の

１
地
図
に
は
西
山
と
も
鮎
坂
山
と
も

書
か
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
な
の
か
。

建
設
産
業
部
長

そ
の
点
は
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い

な
い
。

議
員

他
方
、
同
地
図
に
小
山
田
の
奥
山
で

「
ス
バ
イ
山
」の
名
称
が
初
登
場
し
た
。

以
前
は
「
大
目
配
」
だ
。

建
設
産
業
部
長

色
々
な
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
の

で
、
ど
れ
に
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と

議
員

学
校
給
食
費
負
担
軽
減
事
業
は
２
０

１
６
年
度
に
始
ま
り
評
価
も
高
か
っ

た
が
２
年
で
終
了
し
た
。
文
科
省
も

学
校
給
食
費
無
償
化
の
調
査
を
行
っ

て
い
る
。
検
討
の
考
え
は
。

市
長

多
子
家
庭
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は
必
要
と

認
識
し
て
い
る
が
慎
重
な
検
討
が
必

要
と
考
え
る
。

議
員

年
間
の
給
食
費
は
２
億
円
を
超
す

が
、私
費
会
計
で
処
理
さ
れ
て
い
る
。

公
正
化
、
透
明
化
、
徴
収
対
策
、
教

職
員
の
働
き
方
改
革
な
ど
か
ら
公
会

計
化
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

教
育
長

教
職
員
の
精
神
的
な
負
担
軽
減
に

も
な
る
。
他
の
校
納
金
な
ど
も
あ
り

研
究
し
た
い
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
へ

�

市
役
所
業
務
継
続
へ
の
対
応
は

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
が
拡
大
、
感
染
経
路
不

明
者
も
半
数
を
超
え
、
職
員
の
感
染

の
危
険
度
も
高
く
な
っ
て
い
る
。
感

染
発
生
時
の
業
務
継
続
の
対
応
は
。

市
長

各
部
署
で
、
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら

は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

議
員

明
治
32
年
の
地
図
か
ら
も
西
山
山
頂

は
古
賀
で
な
い
。
測
量
法
三
角
点
の

位
置
も
古
賀
市
か
ら
ず
れ
て
い
る
。

も
は
や
古
賀
か
ら
西
山
と
読
む
の
は

混
乱
と
誤
解
が
生
じ
て
い
る
。
独
自

性
と
愛
着
を
も
つ
意
味
で
「
鮎
坂
山
」

で
行
く
べ
き
で
は
。

市
長

西
山
は
宮
若
側
で
公
称
、
古
賀
市
側

の
歴
史
や
思
い
を
く
ま
れ
（
鮎
坂
山
）

と
さ
れ
た
。
我
々
が
鮎
坂
山
を
使
う

こ
と
は
何
ら
否
定
さ
れ
る
も
の
で
な

い
。
共
有
す
る
こ
と
が
大
事
。

※
そ
の
他
の
質
問

　
清
滝
堰
堤
の
掘
り
下
げ
等

な
い
事
務
事
業
を
選
定
し
て
い
る
。

議
員

県
内
で
も
糸
島
市
役
所
の
例
が
あ

り
、
庁
舎
が
一
時
閉
鎖
さ
れ
た
。
職

員
へ
の
周
知
、
訓
練
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。

人
事
秘
書
課
長

全
職
員
に
必
要
な
情
報
を
そ

の
都
度
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

議
員

在
宅
勤
務
が
一
部
実
施
さ
れ
て
い

る
。
推
進
に
は
個
人
情
報
管
理
、
在

宅
勤
務
で
の
勤
務
時
間
管
理
な
ど
職

員
が
安
心
し
て
業
務
が
で
き
る
環
境

整
備
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長

こ
れ
ま
で
の
検
証
や
指
摘
を
踏
ま

え
、
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
。

古賀市東方の「鮎坂山」

田中　英輔
（山海会）

吉住　長敏

学校給食負担軽減事業の結果
2016年 2017年

対象者数（人） 201 235

決算額（千円） 8,871 10,372

第１期まち・ひと・しごと外部有識者の評価

・�多子世帯への負担軽減になった。第３子の
全額無料化、第２子の半額補助の対応が実
現すれば更に理想的である。
・�子育て世代への負担軽減により定住化促進
が期待できる。
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答

答

平木　尚子
（公明党）

森本　義征
（友和）

公
共
交
通（
バ
ス
）の
再
編
計
画
早
期
策
定
を
要
請

感
染
症
や
災
害
の
不
安
か
ら
市
民
を
守
る
に
は

活
性
化
再
生
法
の
改
正
を
受
け
、
動
向
を
注
視

市
民
の
命
を
守
る
迅
速
な
情
報
発
信
を

議
員

花
鶴
校
区
の
皆
さ
ん
や
、
多
く
の

方
々
が
不
自
由
な
思
い
を
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
地
域
の
方
が

困
っ
て
い
る
現
状
を
ど
う
思
う
か
。

市
長

地
域
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
不
便
性

を
聞
い
て
い
る
。
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
く
る
本
気
度
を
示
し
、

令
和
６
年
度
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
具
体
化
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
。
一
方
で
、
皆
さ
ま
に

は
、
現
に
存
在
す
る
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
合

わ
せ
て
利
用
す
る
と
い
う
意
識
も
共

に
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

議
員

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
お
い

て
、
将
来
需
要
を
ど
の
よ
う
に
予
測

し
て
い
る
の
か
。

経
営
戦
略
課
長

本
計
画
に
お
い
て
将
来
の
交

通
需
要
の
予
測
は
行
っ
て
い
な
い
。

議
員

地
域
公
共
交
通
特
定
事
業
を
活
用
す

る
た
め
に
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計

画
を
策
定
し
た
と
思
っ
て
い
る
が
再

編
実
施
計
画
の
策
定
は
。

総
務
部
長

地
域
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か

く
対
応
で
き
る
支
援
策
の
充
実
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
活
性
化
再
生
法
の

改
正
を
受
け
、
動
向
を
注
視
し
た
い
。

市
行
政
が
描
く
企
業
誘
致
と
そ
の
戦
略

議
員

重
点
促
進
区
域
の
追
加
指
定
は
。

建
設
産
業
部
長

重
点
促
進
区
域
の
追
加
指
定

に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員

商
業
系
の
企
業
立
地
の
考
え
は
。

都
市
整
備
課
長

建
築
規
制
等
が
か
か
る
が
、

国
道
沿
い
な
ど
は
商
業
系
の
利
用
も

許
容
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

議
員

魅
力
的
な
情
報
が
あ
る
場
合
、
積
極

的
に
企
業
誘
致
に
動
い
て
ほ
し
い
が
。

市
長

先
方
の
心
象
を
的
確
に
捉
え
、
行
政

の
長
と
し
て
時
期
を
判
断
す
る
。

議
員

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
福
祉
避
難
所
の

受
け
入
れ
は
。

市
長

指
定
避
難
所
の
福
祉
避
難
ス
ペ
ー
ス

で
の
避
難
生
活
が
困
難
な
方
で
、
専

門
的
な
支
援
や
援
護
の
必
要
性
の
高

い
、
食
事
、
排
せ
つ
、
移
動
が
一
人

で
は
で
き
な
い
な
ど
、
日
常
生
活
に

介
助
が
必
要
な
要
配
慮
者
を
優
先
的

に
受
け
入
れ
る
た
め
に
、
確
保
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

議
員

避
難
所
の
課
題
と
今
後
の
対
策
は
。

市
長

防
災
倉
庫
備
蓄
品
の
備
蓄
場
所
の
検

討
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
行
動
に
、

在
宅
避
難
や
宿
泊
施
設
の
利
用
な
ど

の
分
散
避
難
や
車
中
避
難
の
考
え
方

を
伝
え
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
な
く
避
難
す

る
こ
と
や
、
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
自
助
意
識
や
共
助
に
よ
る
避
難
行

動
に
つ
い
て
も
周
知
に
努
め
る
。

議
員

子
育
て
、
介
護
を
担
う
保
護
者
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
、

入
院
し
た
場
合
の
介
護
や
保
育
の
支

援
は
。

市
長

ま
ず
は
親
族
等
で
行
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
基
本
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
支

援
が
困
難
な
場
合
の
児
童
は
、
児
童

相
談
所
の
一
時
保
護
所
、
高
齢
者
の

場
合
は
、
主
治
医
や
担
当
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
相
談
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
が
、
市
の
予
防
健
診
課
に
相

談
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
関
係
機
関
に

つ
な
い
で
い
く
。

※
そ
の
他
の
質
問

　
市
民
の
移
動
手
段
の
確
保
と
支
援
に
つ
い
て

市
長

交
通
サ
ー
ビ
ス
の
確
保
な
ど
令
和
６

年
度
ま
で
の
間
に
展
開
し
て
い
く
。

台風10号時の避難所（花見小体育館）
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奴間　健司
（友和）

福崎　トビオ
（自由クラブ）

 

総
合
計
画
策
定
は
１
年
延
期
し
て
市
民
参
画
重
視
を

コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
政
運
営
は

策
定
は
市
長
の
仕
事
、
予
定
通
り
策
定
す
る

創
意
工
夫
と
想
像
力
で
施
策
の
立
案
に
努
め
る

時
間
が
足
り
な
い
総
合
計
画
策
定

議
員

基
本
構
想
審
議
会
ま
で
４
カ
月
、
議

会
上
程
ま
で
１
年
を
切
っ
た
。
時
間

が
足
り
な
い
と
思
う
が
大
丈
夫
か
。

市
長

現
時
点
で
大
丈
夫
と
判
断
。

議
員

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
市
民
の
意

見
を
聴
け
る
か
疑
問
。
新
た
な
市

民
意
識
調
査
、
４
回
ほ
ど
開
催
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
講
演

会
を
実
施
し
市
民
参
画
を
し
っ
か
り

め
ざ
す
こ
と
を
提
言
す
る
が
ど
う
か
。

市
長

ご
意
見
と
し
て
承
る
。
市
民
意
識
の

変
化
は
再
開
す
る
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
で
捉
え
た
い
。

議
員

第
５
次
総
合
計
画
の
開
始
を
１
年
延

期
し
時
間
を
確
保
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長

仕
事
だ
か
ら
、
与
え
ら
れ
た
条
件
下

で
全
力
を
尽
く
し
当
初
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
通
り
策
定
す
る
意
思
で
い
る
。

議
員

公
式
答
弁
と
し
て
承
っ
て
お
く
。

薬
王
寺
温
泉
エ
リ
ア
の
振
興
策

議
員

こ
の
エ
リ
ア
は
社
会
、
環
境
、
経
済

の
３
分
野
で
貢
献
し
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

議
員

西
口
エ
リ
ア
の
「
本
質
的
な
再
生
」

と
は
、
将
来
を
想
像
し
た
計
画
か
。

市
長

同
じ
目
的
意
識
で
進
ん
で
い
く
形
を

つ
く
る
こ
と
が
前
提
。
市
内
外
の
人

を
巻
き
込
み
、
地
域
を
つ
く
る
力
を

伸
ば
す
こ
と
が
成
否
に
関
わ
る
。

議
員

商
工
会
が
取
り
組
ん
だ
空
き
店
舗
対

策
事
業
に
比
べ
、
か
な
り
大
き
な
額

だ
が
、
成
果
が
出
せ
な
か
っ
た
場
合

の
行
政
と
市
長
の
対
応
は
。

市
長

西
口
を
再
生
さ
せ
る
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
っ
て
い
る
。
覚
悟
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

議
員

次
に
、
西
鉄
跡
地
活
用
に
つ
い
て
だ

が
、
沿
線
住
民
が
求
め
て
い
る
も
の

は
安
全
と
安
心
。
憩
い
の
道
、
健
康

に
な
る
道
、
緊
急
時
に
は
避
難
で
き

る
道
だ
と
私
は
捉
え
て
い
る
が
。

市
長

議
員
と
や
り
取
り
し
た
こ
と
を
踏
ま

え
る
と
、お
お
む
ね
一
致
し
て
い
る
。

議
員

現
状
で
は
避
難
路
も
な
く
、
管
理
費

も
か
か
る
。
設
計
の
素
案
を
用
意
し
、

協
議
を
再
開
す
る
こ
と
が
行
政
、
住

成
に
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

市
長

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
取
り
上
げ
て
い

た
だ
い
た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
。

議
員

大
金
を
か
け
て
整
備
し
家
賃
収
入
を

当
て
に
す
る
ハ
ー
ド
先
行
で
は
な

く
、
健
康
・
環
境
の
地
域
社
会
を
め

ざ
し
関
係
者
の
意
欲
が
高
ま
る
と
い

う
ソ
フ
ト
面
を
重
視
す
べ
き
だ
。
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
具
体
化
手
法
を
練

り
直
し
た
ら
ど
う
か
。

市
長

公
と
し
て
初
め
て
地
域
振
興
策
を
講

じ
る
責
任
が
あ
る
。

議
員

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
本
気
で
取
り
入

れ
れ
ば
手
法
も
変
わ
る
は
ず
だ
。

民
に
と
っ
て
も
時
間
の
無
駄
が
な
い
。

事
故
や
災
害
が
い
つ
起
き
る
か
の
か

分
か
ら
な
い
。
な
る
べ
く
早
く
整
備

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
長

10
年
以
上
何
も
な
い
状
況
を
さ
ら
に

続
け
る
と
い
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。
長
引
か
せ
な
い
た

め
の
一
つ
の
手
法
と
し
て
の
提
案

は
、
効
果
的
、
効
率
的
に
考
え
る
材

料
と
な
る
な
ら
ば
有
効
。

議
員

先
導
す
る
こ
と
と
、
責
任
を
持
っ
た

ス
ピ
ー
ド
感
が
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
必
要
だ
。

市
長

住
民
の
声
を
聴
き
、
調
和
点
を
見
つ

け
、
決
断
し
、
実
行
に
移
す
。

第５次総合計画策定 
１年の延期を提案 

始動時期を2022年4月から
2023年4月に延期すること
で策定時間を確保できる  

市民参画の徹底 
新たな意識調査、市民ワー
クショップ、SDGs講演会の
実施が可能となる 

タウンミーティングでは不十分 

商工会の空き店舗対策事業
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総
　
務
委員会
8月3日

委
　

員
　

長

　
清
原
　

哲
史

副
委
員
長

　
村
松
　

謙
二

内
平
　

晃
二

吉
住
　

長
敏

井
之
上
　

豊

田
中
　

英
輔

公
共
交
通
で
の
コ
ロ
ナ
対
策

問　�

公
共
交
通
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
は
。

答　

�

西
鉄
バ
ス
は
県
内
同
一
の
感
染
症

対
策
と
し
て
、
簡
単
な
間
仕
切
り

を
し
た
り
、
極
力
窓
を
開
け
て
走

行
。
コ
ガ
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
小

さ
な
車
両
で
限
界
は
あ
る
が
、
窓

を
開
け
走
行
し
、
で
き
る
だ
け
隣

同
士
で
座
ら
な
い
よ
う
お
願
い
を

し
て
い
る
。
除
菌
に
つ
い
て
は
、

始
発
の
古
賀
駅
と
コ
ス
モ
ス
館

で
、
運
転
手
が
除
菌
作
業
を
し
て

い
る
。

問　�

コ
ガ
バ
ス
は
、
今
後
増
便
や
路
線

変
更
な
ど
の
方
向
性
で
進
む
の
か
。

答　

�

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
中

に
あ
る
よ
う
に
、
路
線
は
西
鉄
バ

ス
と
コ
ガ
バ
ス
と
で
総
合
的
に
考

え
た
い
。

問　�

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
地
域

協
議
会
が
あ
る
が
ど
う
進
め
る
の
か
。

答　

�

地
域
へ
説
明
は
し
た
い
。

経
営
戦
略
課

国
際
交
流
・
多
文
化
共
生

問　�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
多
文
化
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
が
主
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が

始
ま
っ
た
が
、
後
援
で
あ
る
古
賀

市
の
関
わ
り
方
は
。

答　

�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
多
文
化
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
関
係
者
か
ら
、
文
化
庁
か
ら

委
託
を
受
け
た
事
業
の
古
賀
市
内

で
の
実
施
に
つ
い
て
の
話
が
あ

り
、
日
本
語
教
室
は
、
生
涯
学
習

課
所
管
で
行
っ
て
い
る
が
、
裾
野

を
広
げ
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
念

頭
に
、
企
業
と
の
連
携
を
含
め
新

し
く
事
業
展
開
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

問　�

外
国
人
生
活
支
援
小
冊
子
の
使
い

方
の
工
夫
は
。

答　

�

配
布
し
て
終
了
と
は
考
え
て
い
な

い
。
外
国
人
に
行
き
渡
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
日
本
人
も
見
て
、

困
り
事
や
課
題
点
を
持
っ
て
い
る

こ
と
を
知
り
、
共
生
で
き
る
社
会

を
め
ざ
し
、
区
長
、
企
業
に
も
配

布
す
る
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

在
宅
勤
務
と
職
務
専
念
義
務

問　�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
等
も
あ
り
、
在
宅
勤
務
を
し

て
い
る
職
員
の
数
と
専
念
義
務
の

考
え
方
は
。

答　

�

６
月
は
延
べ
75
人
で
、
職
務
に
専

念
し
て
い
る
か
の
確
認
と
し
て

は
、
開
始
・
終
了
時
に
報
告
を
さ

せ
、
ロ
ゴ
チ
ャ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
な

ど
を
使
い
職
員
間
で
や
り
取
り
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問　�

病
気
休
暇
の
傾
向
は
、
Ｅ
Ａ
Ｐ
等

の
取
り
組
み
に
よ
り
、
過
去
か
ら

見
て
好
転
し
て
い
る
の
か
。

答　

�

長
期
病
気
休
暇
等
と
な
っ
て
い
る

職
員
は
減
少
し
て
き
て
お
り
、
現

在
も
Ｅ
Ａ
Ｐ
の
復
職
支
援
を
受
け

て
い
る
職
員
が
１
人
い
る
。

人
事
秘
書
課

地
域
防
災
計
画

問　�

雨
量
計
の
設
置
場
所
と
測
定
時
刻
は
。

答　

�

県
が
設
置
す
る
雨
量
計
が
小
野
小

学
校
に
あ
り
、
雨
量
計
の
カ
ッ
プ

に
０
・
５
ミ
リ
の
雨
量
が
た
ま
っ

た
時
点
で
信
号
が
送
ら
れ
る
。

問　�

地
域
防
災
計
画（
風
水
害
対
策
編
）

の
中
の
複
合
災
害
は
、
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答　

�

複
合
す
る
災
害
は
、
台
風
と
地
震

な
ど
を
想
定
し
て
い
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
対
応
に
つ
い
て
も
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

問　�

地
域
防
災
計
画（
風
水
害
対
策
編
）

の
給
水
体
制
の
整
備
に
お
け
る
学

校
等
へ
の
飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯

水
槽
の
設
置
と
学
校
プ
ー
ル
の
水

を
浄
化
す
る
た
め
の
浄
水
器
の
整

備
は
。

答　

�

飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
は
、

耐
震
化
は
済
み
、
浄
水
器
は
、
平

成
30
年
度
に
防
災
倉
庫
に
配
備
。

問　�

新
た
な
災
害
想
定
は
。

答　

�

大
根
川
水
系
洪
水
浸
水
想
定
区
域

図
・
玄
界
灘
沿
岸
高
潮
浸
水
想
定

区
域
図
が
あ
る
が
、
令
和
３
年
度

以
降
に
配
布
を
検
討
。

総　
　
務　
　
課

常
任
委
員
会
報
告
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文
教
厚
生
委員会
7月22日
27日

委
　

員
　

長

　
平
木
　

尚
子

副
委
員
長

　
伊
東
　

洋
子

奴
間
　

健
司

福
崎
　
ト
ビ
オ

松
島
　

岩
太

紙
谷
　

由
香

コ
ロ
ナ
禍
の
教
育
現
場
は

問　�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
る
授
業
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
遅
れ
に
対
す
る
取
り
組
み
や

工
夫
に
つ
い
て
。

答　

�

学
校
行
事
を
最
大
限
減
ら
し
、
授

業
日
を
増
や
す
。
ま
た
５
時
間
授

業
を
６
時
間
授
業
に
す
る
こ
と
で

授
業
時
間
を
増
や
す
。
２
月
ま
で

に
は
遅
れ
を
取
り
戻
し
、
平
常
の

状
態
に
戻
す
こ
と
が
で
き
る
。

問　�

中
学
３
年
生
へ
貸
与
す
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
と
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
パ
ソ
コ
ン
端
末
が
別
々

の
理
由
は
。

答　

�

中
学
３
年
生
へ
は
進
路
実
現
に

向
け
て
の
学
び
を
保
証
す
る
た

め
、
学
習
支
援
ソ
フ
ト
が
入
っ
た

も
の
を
家
庭
で
使
う
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
端
末
は
授
業
中

の
活
動
を
主
体
に
使
う
ソ
フ
ト
が

入
っ
て
い
る
。

学
校
教
育
課

市
内
運
動
施
設
の
今
後
は

問　

�

ク
ロ
ス
パ
ル
こ
が
の
運
営
状
況

と
今
後
に
つ
い
て
。

答　

�

指
定
管
理
者
が
変
わ
っ
た
こ
と
や

休
館
に
な
っ
た
影
響
で
一
時
的
に
会

員
数
は
減
少
し
た
が
、
６
月
の
再

開
時
に
は
１
０
０
０
人
を
超
え
た
。

問　
�

市
内
運
動
施
設
の
使
用
料
お
よ

び
減
免
基
準
の
見
直
し
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

答　

�

利
用
者
、
市
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

集
計
し
、
結
果
を
協
議
し
た
上
で

回
答
し
た
利
用
団
体
へ
結
果
を
返

し
、
来
年
度
以
降
、
検
討
を
進
め

て
い
く
。

生
涯
学
習
推
進
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は

ど
う
変
わ
る

問　�

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
委
託
業
務
の

内
容
は
。

答　

�

総
合
相
談
事
業
や
虐
待
関
係
の
情

報
把
握
、
要
支
援
者
等
へ
の
ケ
ア
プ

ラ
ン
作
成
業
務
。
基
幹
型
は
困
難
性

の
高
い
相
談
や
認
知
症
施
策
等
を

担
い
な
が
ら
委
託
型
を
支
援
す
る
。

介
護
支
援
課

感
染
症
対
策
で
の図書

館
運
営

問　�

電
子
書
籍
や
読
み
聞
か
せ
の
配
信

に
つ
い
て
。

答　

�

予
約
・
貸
出
が
可
能
に
な
っ
た
。
電

子
書
籍
は
４
月
か
ら
研
究
中
。
読
み

聞
か
せ
は
リ
ン
ク
集
を
作
っ
て
い
る
。

文　
　
化　
　
課

コ
ロ
ナ
禍
で
の

特
定
健
診
・
が
ん
検
診

予
防
接
種
の
期
間
は

　
特
定
健
診
の
個
別
健
診
は
６
月
～

11
月
。
が
ん
検
診
は
８
月
28
日
～
３

月
26
日
。
今
年
度
よ
り
胃
内
視
鏡
検

査
が
開
始
と
な
り
10
月
～
１
月
実
施
。

　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
（
乳
幼

児
）
の
定
期
接
種
が
開
始
に
な
っ
た
。

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
予
防
接
種
に
つ

い
て
は
、
期
間
を
延
長
し
昨
年
の
対
象

者
も
今
年
度
、
接
種
可
能
と
な
っ
た
。

問　�

特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
集
団
検

診
の
対
象
者
の
中
で
気
に
な
る
人

へ
の
フ
ォ
ロ
ー
は
。

答　

�

健
診
結
果
で
ハ
イ
リ
ス
ク
の
人
に
は

電
話
等
で
保
健
指
導
を
し
て
い
る
。

予
防
健
診
課

常
任
委
員
会
報
告
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市
民
建
産
委員会
7月29日
31日

委
　

員
　

長

　
古
賀
　

誠
視

副
委
員
長

　
内
場
　

恭
子

中
野
　

敦
史

渡
　

　
孝
二

森
本
　

義
征

竹
下
　
司
津
男

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の

状
況
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
と
農
林
振
興
課
職
員

が
市
内
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行

い
、
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
、
お
よ

び
発
生
防
止
、
違
反
転
用
な
ど
の
早

期
発
見
を
行
う
た
め
に
実
施
。

問　�

昨
年
度
の
違
反
転
用
の
件
数
は
。

答　

�

約
62
筆
　
７
０
，
０
０
０
㎡
程
度
。

農
林
振
興
課

テ
レ
ワ
ー
ク
の
取
り
組
み

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
緊
急
事
態
宣
言
解
除

後
の
現
在
も
継
続
し
て
実
施
し
て
い

る
と
の
報
告
。

問　�

テ
レ
ワ
ー
ク
の
具
体
的
な
効
果
は
。

答　

�

職
場
へ
の
出
勤
を
要
し
な
い
こ
と

か
ら
３
密
を
防
ぎ
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
ま
た
通
勤
時
間
が

削
減
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
家
事
、

育
児
と
の
両
立
が
可
能
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

上
下
水
道
課

家
庭
ご
み
の
処
理
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
度
の
「
ご
み
処
理
量
」

と
「
資
源
化
率
」
に
つ
い
て
、
臨
時

不
燃
ご
み
収
集
会
場
設
置
に
つ
い
て

の
報
告
。
ま
た
「
家
庭
ご
み
の
出
し

方
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
作
成
に
つ
い
て

は
、
今
後
市
民
に
分
か
り
や
す
く
す

る
た
め
に
全
面
的
な
改
訂
を
予
定
。

令
和
３
年
３
月
に
全
戸
配
布
予
定
と

の
こ
と
。

問　�

家
庭
系
ご
み
の
処
理
量
は
、
市
民

１
人
１
日
当
た
り
の
目
標
を
４
０

５
ｇ
と
し
て
い
る
が
、
目
標
に
到

達
す
る
た
め
の
具
体
的
方
策
は
。

答　

�

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
に
対
す
る

補
助
や
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の

講
座
の
開
催
な
ど
の
ほ
か
、
広
報

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
啓
発
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

環　
　
境　
　
課

西
鉄
宮
地
岳
線
跡
地
の

進
捗
に
つ
い
て

　
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
さ
れ
て
い
た
各

地
区
地
元
住
民
と
の
協
議
が
改
め
て

再
開
す
る
に
あ
た
り
、
現
状
の
再
確

認
を
す
る
。

問　�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
地
元
と
の
協
議
や
説

明
会
が
遅
れ
て
い
る
が
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
計
画
の
ず
れ
は
生
じ

な
い
の
か
。

答　

�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
若
干
遅
れ
て
い
る
部
分
は

あ
る
が
、
中
身
が
変
わ
っ
た
り
協

議
が
短
く
な
っ
た
り
す
る
よ
う
な

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

建　
　
設　
　
課

朝
ど
り
こ
が
ス
イ
ー
ツ

コ
ー
ン
に
つ
い
て

問　�

古
賀
市
の
特
産
品
を
産
み
出
す
メ

リ
ッ
ト
は
。

答　

�

市
民
と
し
て
は
古
賀
の
お
い
し
い

農
産
物
を
食
べ
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
生
産
者
と
し
て
は
新
し
い

特
産
品
と
し
て
の
農
産
物
を
産
み

出
す
こ
と
で
所
得
の
安
定
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
く
。

農
林
振
興
課

常
任
委
員
会
報
告
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北
筑
昇
華
苑
組
合
議
会
報
告

　
令
和
２
年
８
月
５
日
に
第
二
回
定
例
会

開
催
。
平
成
31
年
度
一
般
会
計
決
算
の
認

定
お
よ
び
職
員
給
与
条
例
の
一
部
改
正
や

予
算
の
繰
越
明
許
が
主
な
審
議
内
容
。

　
平
成
31
年
度
決
算
の
認
定
で
は
歳
入
総

額
約
４
億
１
９
０
０
万
円
、
歳
出
総
額
２

億
７
３
０
０
万
円
で
差
引
額
１
億
４
６
０

０
万
円
で
あ
り
、
翌
年
繰
越
額
は
施
設
整

備
費
と
し
て
約
６
２
０
０
万
円
で
実
質
収

支
額
は
約
８
３
０
０
万
円
と
な
り
、
基
金

残
高
は
約
１
億
２
７
０
０
万
円
で
執
行
状

況
は
適
正
と

し
て
賛
成
全

員
で
認
定
。

　
職
員
給
与

改
定
で
は
特

殊
勤
務
手
当

１
日
２
５
０

円
を
５
０
０

円
に
改
定
は

賛
成
全
員
で

可
決
。

　
他
、
施
設

整
備
積
立
金

は
約
３
８
０
０
万
円
。
火
葬
状
況
で
は

約
５
０
０
０
件
で
年
々
１
０
０
～
１
５

０
件
増
加
。
成
果
報
告
で
は
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
や
硫
黄
酸
化
物
ば
い
じ
ん
濃
度
な

ど
の
公
害
防
止
排
出
は
全
て
基
準
以
下

と
の
報
告
。

　
施
設
維
持
に
火
葬
炉
補
修
、
浄
化
槽

改
良
、
待
合
室
照
明
等
改
良
工
事
を
引

き
続
き
実
施
。

古
賀
高
等
学
校
組
合
議
会
報
告

　
令
和
２
年
古
賀
高
等
学
校
組
合
議
会

定
例
会
が
８

月
６
日
（
木
）

に
開
催
。
平

成

31

年

度

決
算
で
歳
入

約
６
億
２
０

０
０
万
円
に

歳
出
約
６
億

円
、
い
ず
れ

も
賛
成
全
員

で
認
定
。

議
長
　
結
城
　

弘
明

一
部
事
務
組
合
報
告

令
和
２
年
請
願
１

「
少
人
数
学
級
の
推
進
」と「
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
拡
充
」を
国
の
関
係
機
関
に

求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願

請
　
願

請
　
願

　
国
の
責
務
で
も
あ
る
教
育
条
件
整
備
の
た
め
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
教
育
予
算
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
を
国
会
並
び
に
政
府
に
対
し
て
議
会
よ
り

提
出
を
求
め
る
請
願

１
　�

小
・
中
学
校
に
お
け
る
35
人
以
下
学
級
を
早

急
に
実
現
す
る
こ
と
。

２
　�

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
は

か
る
た
め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
割
合
を

拡
充
す
る
こ
と
。

　
国
の
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を

求
め
る
請
願
を
賛
成
全
員
で
採
択
し
ま
し
た
。

　
請

願

者�

蓑
原
　

隆
代

　
紹
介
議
員�

田
中
　

英
輔
　
清
原
　

哲
史

�

古
賀
　

誠
視
　
　
　
　
　
　

「
少
人
数
学
級
の
推
進
」
と
「
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
の
拡
充
」
を
国
の
関
係
機
関

に
求
め
る
意
見
書

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴

う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税

財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書

意
見
書

　
賛
成
全
員
で
、
国
会
お
よ
び
政
府
に
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
提

出

者�
文
教
厚
生
委
員
会
　
　

�

委
員
長
　
平
木
　

尚
子

１
　�

地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
地
方

税
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
総
額
を

確
保
す
る
こ
と
。

２
　�

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
財
源
保

障
機
能
と
財
源
調
整
機
能
の
両
機
能
が
適
切

に
発
揮
で
き
る
よ
う
総
額
を
確
保
す
る
こ
と
。

３
　�

令
和
２
年
度
の
地
方
税
収
が
大
幅
に
減
収
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
思
い

切
っ
た
減
収
補
填
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

４
　�

税
源
の
偏
在
性
が
小
さ
く
、
税
収
が
安
定
的

な
地
方
税
体
系
の
構
築
に
努
め
る
と
と
も

に
、
国
税
・
地
方
税
の
政
策
税
制
に
つ
い
て

は
、
積
極
的
な
整
理
合
理
化
を
図
り
、
新
設
・

拡
充
・
継
続
に
当
た
っ
て
は
、
有
効
性
・
緊

急
性
を
厳
格
に
判
断
す
る
こ
と
。

５
　�

固
定
資
産
税
は
、
市
町
村
の
極
め
て
重
要
な

基
幹
税
で
あ
り
、
制
度
の
根
幹
に
影
響
す
る

見
直
し
、
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
問
わ

ず
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。
先
の
緊
急
経
済

対
策
と
し
て
講
じ
た
特
例
措
置
は
、
本
来
国

庫
補
助
金
な
ど
に
よ
り
対
応
す
べ
き
も
の
で

あ
る
こ
と
。

　
賛
成
全
員
で
意
見
書
を
国
の
関
係
機
関
に
提
出

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
提

出

者�

古
賀
市
議
会
議
長
　
結
城
　

弘
明

一
部
事
務
組
合
・
請
願
・
意
見
書
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夏
の
猛
暑
と
は
対
照

的
に
、
朝
晩
め
っ
き
り
冷

え
込
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の

影
響
で
秋
の
風
物
詩
で
も

あ
り
ま
す
放
生
会
の
露
店

も
中
止
に
な
り
、
例
年
と

は
違
っ
た
風
景
に
も
の
寂

し
さ
を
感
じ
ま
す
。
初
の

議
員
経
験
と
初
の
議
会

報
編
集
委
員
と
初
め
て

尽
く
し
の
毎
日
で
す
が
、

市
全
体
を
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
眺
め
る
こ
と
で

新
し
い
気
づ
き
が
得
ら
れ

日
々
が
新
鮮
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
の

負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。�

（
竹
下
）

議
会
報
編
集
常
任
委
員
会

委
　

員
　

長
　
福
崎
　

ト
ビ
オ

副
委
員
長
　
平
木
　

尚
子

委
　
　
員
　
清
原
　

哲
史

　
　

〃
　

　
　
内
平
　

晃
二

　
　

〃
　

　
　
竹
下
　

司
津
男

　
　

〃
　

　
　
紙
谷
　

由
香

編
集
後
記

表
紙
の
言
葉

　
感
染
症
へ
の
対
応
の

下
、
古
賀
西
校
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
農
業
体
験
で
す
。

今
年
は
大
型
台
風
も
あ
り

心
配
し
ま
し
た
が
、
多
く

の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

晴
天
下
の
楽
し
い
収
穫
体

験
と
な
り
ま
し
た
。
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第
３
回
定
例
会
の
傍
聴
者
は
44
人
で
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
４
回
定
例
会
は
12
月
１
日
（
火
曜
日
）
開
催
予
定
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
中
継
・

録
画
配
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

古賀市議会の中継・録画は

中継・録画 古賀市議会 HP

古賀市議会
またはQRコードで検索してください。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年　

古
賀
市
議
会

第
４
回
定
例
会
会
期
日
程
（
案
）

会
期　

12
月
１
日
〜
16
日　

16
日
間

注）会期日程は、１１月２６日（木）の議会運営委員会決定後、市役所ロビーなどに掲示します。
◎�本会議でのすべての質疑・討論の記録は「議会会議録」に収録されています。また、
議会ホームページでもご覧になれます。
◎�議会の本会議、各委員会は傍聴することができます。
　（本会議の傍聴席は４６席、委員会傍聴席は原則５～１０席ですがコロナ禍により減席しています）
◎請願書の締切りは１１月２４日（火）午後５時です。

日
曜

会
　
議
　
名

１
火

本
会
議
（
初
日
）

３
木

本
会
議
（
２
日
目
）

４
金

常
任
委
員
会

７
月

常
任
委
員
会

８
火

常
任
委
員
会

９
水

補
正
予
算
審
査

�

特
別
委
員
会

10
木

一
般
質
問

11
金

一
般
質
問

14
月

一
般
質
問

16
水

本
会
議
（
最
終
日
）

開議時刻は全て9時30分～

市民活動紹介市民活動紹介
ボランティアボランティア
訪　問　訪　問　㉚㉚

エコロの森～再生・展示棟～
紹介しま～す！

　
古
賀
清
掃
工
場
内
に
あ
る
再
生
・

展
示
棟
の
活
動
に
つ
い
て
運
営
委
託

先
で
あ
る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
け
ん
」

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
当
施
設
は
「
エ
コ
ロ
」
の
拡
大
・

継
続
・
浸
透
を
目
的
と
し
、
体
験
を

通
じ
て
ご
み
は
迷
惑
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
払
拭
す
る
展
示
、
イ
ベ
ン
ト
お

よ
び
教
室
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
定
期
的
に「
お
と
な
の
か
え
っ
こ
」

「
み
ん
な
で
フ
リ
マ
」
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
い
、「
エ
コ
エ
コ
ク
ッ
キ

ン
グ
」も
９
月
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

　
リ
ユ
ー
ス
を
目
的
と
し
た
も
の
に
、

常
設
の
「
３
Ｒ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
や
過

去
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
参
加
し

た
人
が
出
品
で
き
る
「
委
託
フ
リ
マ

コ
ー
ナ
ー
」
が
あ
り
、
人
気
商
品
を

低
価
格
に
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
充
実
し
た
展
示
ブ
ー
ス
は
、
そ
れ

ぞ
れ
「
エ
コ
ロ
」
に
関
す
る
コ
ン
セ

プ
ト
を
強
く
意
識
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
様
々
な
活
動
に
よ
り

年
間
常
に
５
千
人
以
上
の
来
場
が
あ

る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
、
教
室
な
ど
の
情
報

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
エ
コ
ロ
の
森
　

イ
ベ
ン
ト
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
：
エ
コ
ロ
の
森　

古
賀
清
掃
工
場

�

０
９
２
－
９
４
２
－
１
５
３
０

工芸作品コーナー

リサイクル実験室（調理室）

役目を果たしたモノたち

展示室

１階３R マーケット

委託フリマコーナー

運営者の「NPO 法人エコけん」

ご
み
は
迷
惑
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭

ご
み
は
迷
惑
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
！！！！

玄
界
環
境
組
合　
古
賀
清
掃
工
場

玄
界
環
境
組
合　
古
賀
清
掃
工
場

再
生
・
展
示
棟

再
生
・
展
示
棟
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